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８月５日、牧野コミュニティーセンターにおいて、「第２５回定期分会大会」を開催し、昨一

年間の闘いの総括と向こう一年間の闘う運動方針を決定しました。この定期分会大会の議長に

鈴木和昭組合員を選出し進められました。

村上分会長からは、①７月１５日、安倍首相は安全保障法案を強行可決させた。これまでＪ

Ｒ総連東海地協、東海９条連、名古屋地本の仲間とあいち「平和映画祭」や「集会・デモ」に

参加した。今後も反対の声を上げていく。②現在、職場では組合員が５名だ。今後、３名が出

向に出されるが分会の将来展望を考えていかなければならない。職場では、些細なミスや事柄

でボーナスカットされている。「命令と服従」「規律と忠誠心」の強権的な施策によるものだ。

③働きやすい職場環境、生活しやすい環境にするため、平和・人権・民主主義を守るため職場

や地域から闘いを創り出していこう。と挨拶を受けました。

御来賓には、名古屋地本から荻野書記長、新

幹線関西地方本部から島津教宣部長、浦谷業務

部長、椴木組織担当部長、大阪交番検査車両所

分会から湊分会長、大阪第一運転所分会から山

嶋副分会長、大阪修繕車両所分会から鷲見執行

委員の代表者からのお祝いの挨拶と、メッセー

ジをいただきました。
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この分会定期大会の最後に、村上分会長の力強い団結ガンバローで終了しました。


